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手仕事の魅力いっぱい
合
。
両
日
と
も
午
前
１０
時

木
の
動
物
や
動
く
木
の
お

　

（０
８
６
１
２
７
５
１
２

と
午
後
１
時
か
ら
、
組
み

も
ち

ゃ
を
作

っ
た
り
、
陶

８
０
２
）
。

全
国
７９
作
家
集
合

市
一̈〓文
館

摯
出

か

け

ま

せ

ん

か

◎

倉

敷

・
岡
山

■

，
ぬ
く
も
り
あ
る
手
仕
事
が
ず
ら
り
―
。
陶
芸
や
木
工
、
染
織
、
ガ
ラ
ス
な
ど
全
国
２６
都
府
県
の
ク
ラ
フ

ト
作
家
７９
人
が
展
示
販
売
や
制
作
実
演
を
す
る

「
フ
ィ
ー
ル
ド

・
オ
ブ

・
ク
ラ
フ
ト
倉
敷
」

（実
行
委
主

催
、
山
陽
新
聞
社
後
援
）
が
８
、
９
の
両
日
、
倉
敷
市
中
央
の
市
芸
文
館
前
広
場
で
開
か
れ
る
。
青
空
の

下
、
手
作
り
品
の
魅
力
に
触
れ
て
み
て
は
。

（松
原
悠
）

イ
ベ
ン
ト
は
、
使
う
ほ
ど

に
味
わ
い
を
増
す
ク
ラ
フ
ト

品
の
魅
力
を
伝
え
よ
う
と
、

民
芸
が
息
づ
く
倉
敷
を
舞
台

に
２

０

０

６
年

に
始

ま

っ

た
。
作
り
手
と
使
い
手
が
オ

ー
プ

ン
な
雰
囲
気
で
交
流
を

楽

し
め

る

よ

う
会

場

は
野

外
。
昨
年
は
２
日
間
で
、
全

国

か

ら
約

１

万
人

を
集

め

た
。

〃
物
作
り
の
現
場
″
を
知

っ
て
も
ら
お
う
と
、
各
ブ
ー

ス
に
は
道
具
や
作
業
工
程
を

紹

介

す
る

写
真

な
ど
を

展

示
。
５
回
目
の
今
回
は
初
め

て
の
試
み
と
し
て
、
各
作
家

が
物
作
り

へ
の
思
い
や
こ
だ

わ
り
を
記
し
た

「
一
行
テ
ー

マ
」
も
発
信
す
る
。

陶

磁

器

や
ガ

ラ

ス

の
ほ

か
、
布
、
革
、
竹
、
フ
ェ
ル

ト
製
品
、
金
工
、
漆
芸
、
手

す
き
和
紙
な
ど
の
作
家
が
集

芸
、
草
木
染
、
指
編
み
を

体
験
で
き
る
ワ
ー
ク
シ

ョ

ッ
プ

（参
加
費
５
０
０
円

～
、
当
日
受
け
付
け
）
を

開
く
。
手
作
り
や
素
材
に

こ
だ
わ

っ
た
飲
食
の
販
売

ブ
ー
ス
も
並
ぶ
。

土
岐

一
嘉
実
行
委
員
長

（４９
）
＝
岡
山
市
中
区
祇
園

‐‐
は

「
使
う
時
に
作
家

の

顔
が
浮
か
ぶ
の
が
ク
ラ
フ

ト
品
の
魅
力
。
制
作
体
験

や
作
家
と
の
会
話
を
楽
し

み
、
物
作
り
の
原
点
を
感

じ
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。

一
手
仕
事
の
作
品
が
並
ぶ
　
一

一

「
フ
ィ
ー
ル
ド
・
オ
ブ
　
一

▲
一　

青 。
〕
¨
）
訃
俸
毅
一
け
　
一

一　
交
流
も
楽
し
め
る
＝
昨
　
一

一
年
５
月
　
　
　
　
　
　
一

魅
力
を
次
世
代
に
伝
え
て

い
く
た
め
、
親
子
連
れ
で

の
来
訪
も
呼
び
掛
け
る
。

両
日
と
も
午
前
１０
時
～

午
後
５
時
。
雨
天
決
行
。

問

い
合

わ

せ

は
実

行

委


